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当
日
は
、
天
皇
陛
下
の
御
臨
席
を
仰

ぎ
、
国
や
県
関
係
者
含
む
約
４
，
６
０

０
人
が
県
内
外
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

「
人
・
森
・
川
　
つ
な
げ
未
来
へ
　
彩

の
国
」
の
大
会
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
豊

か
な
森
林
資
源
を
活
か
し
、
次
世
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
共
有
す
る
象

徴
的
な
演
出
が
大
会
全
体
を
通
じ
て
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
招
待
者
の
皆
さ
ん
は
会
場
到
着
後
、

ま
ず
植
樹
会
場
へ
と
移
動
し
、
48
種
も

の
苗
木
を
１
人
１
本
植
樹
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
式
典
開
始
ま
で
の

間
、
「
お
も
て
な
し
広
場
」
に
お
い
て

森
林
・
林
業
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
、
物
産
販

売
ブ
ー
ス
等
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、

広
場
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
浦
山
の
獅

子
舞
」
を
は
じ
め
と
す
る
秩
父
地
域
の

郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
式
典
が
は
じ
ま
る
と
、
最

初
の
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
で
は
、
ま
ず
全

国
各
地
の
招
待
者
の
皆
様
へ
向
け
て
秩

父
市
長
に
よ
る
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
観

光
大
使
で
も
あ
る
林
家
た
い
平
師
匠
が

登
場
。
森
と
人
々
の
暮
ら
し
の
語
り
と

と
も
に
、
映
像
や
ダ
ン
ス
、
さ
ら
に
秩

父
屋
台
囃
子
の
演
奏
な
ど
を
交
え
た
表

現
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
記
念
式
典
」
で
は
、
天
皇
陛
下
が

御
到
着
に
な
り
、
開
会
の
こ
と
ば
、
三

旗
掲
揚
・
国
歌
独
唱
、
大
会
会
長
で
あ

る
衆
議
院
議
長
な
ら
び
に
埼
玉
県
知
事

に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
経
て
、
天

皇
陛
下
か
ら
お
こ
と
ば
を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
緑
化
功
労
者
等
へ
の
表
彰
、

苗
木
の
贈
呈
の
後
に
は
、
植
樹
祭
の
象

　
５
月
25
日
㈰
、
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
を
主
会
場
と
し
て
第
75
回
全
国
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
で
の
開
催
は
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
以

来
、
実
に
66
年
ぶ
り
と
な
り
、
秩
父
地
域
の
歴
史
に
残
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

来場者へ手を振られる天皇陛下

プロローグの様子
林家たい平師匠

第第
7575
回
全
国
植
樹
祭

回
全
国
植
樹
祭  

歴
史
的
な
一
日

歴
史
的
な
一
日
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徴
的
な
場
面
で
も
あ
る
、
天
皇
陛
下
の

「
お
手
植
え
・
お
手
播
き
」
が
緑
の
少

年
団
の
介
添
え
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
天
皇
陛
下
の
２
本
目
の

お
手
植
え
に
あ
わ
せ
て
、
市
長
、
市
議

会
議
長
含
む
特
別
招
待
者
の
皆
様
に
よ

る
「
代
表
者
記
念
植
樹
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
た
い
平
師
匠
と
同
じ
く
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
で
あ
る
朝
日
奈
央
さ
ん
が

登
場
し
、
本
県
が
誇
る
日
本
で
最
初
の

林
学
博
士
「
本
多
静
六
氏
」
を
紹
介
。

往
時
、
博
士
が
抱
い
た
森
へ
の
思
い
と
、

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
森
林
を
未
来

へ
つ
な
い
で
い
く
決
意
が
融
合
し
、
感

動
的
な
表
現
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
宣
言
、
そ
し
て
次
期
開
催
県
で
あ

る
愛
媛
県
へ
木
製
地
球
儀
の
引
き
渡
し

を
行
う
「
リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
埼

玉
県
・
愛
媛
県
両
知
事
の
手
で
行
わ
れ

る
と
、
記
念
式
典
は
閉
会
と
な
り
、
参

加
者
全
員
が
お
見
送
り
す
る
中
、
天
皇

陛
下
が
御
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
小
鹿
野

町
長
に
よ
る
感
謝
の
あ
い
さ
つ
、
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
式
典
の
振
り
返
り
の

後
、
全
出
演
者
が
再
度
登
場
と
な
り
、

感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
送
ら
れ
た
拍

手
喝
采
の
中
、
式
典
は
大
団
円
を
迎
え

ま
し
た
。

１
全
国
植
樹
祭
準
備
室

☎
22

－

２
８
１
６

市
報
７
月
号
で
は
、
あ
ら
た
め
て
第
75

回
全
国
植
樹
祭
当
日
の
詳
し
い
内
容
を

特
集
に
て
掲
載
し
ま
す
。

代表者記念植樹での秩父市長、市議会議長天皇陛下によるお手播き

大野知事による主催者あいさつ

◀天皇陛下によるお手植え
▼天皇陛下によるおことば

秩父市長による歓迎の
あいさつ

おもてなし広場の様子

埼玉県知事・愛媛県知事によるリレーセレモニー 招待者による記念植樹（植樹会場にて）
おもてなしステージで披露
された「浦山の獅子舞」



2025.６ 4

①笠を標
しめ

木
ぎ

に差し込む
②�人力で標木を起こす
③屋型の組み立て
④飾り花の取り付け

中近笠鉾は収蔵庫で組み
立てを行い、秩父神社境
内まで曳行されました。

下郷笠鉾組み立ての様子
（一部抜粋） ３

層
の
笠
を
付
け
て
公
開

３
層
の
笠
を
付
け
て
公
開

　
電
線
の
架
設
に
よ
り
、
普
段
は
３
層
の
笠
を
付
け
ず
に
曳
行
さ
れ
て
い
る
中
近
と
下
郷
の
２
基
の
笠
鉾
。
今
回
の
特
別
公
開

で
は
中
近
笠
鉾
は
８
年
ぶ
り
に
、
下
郷
笠
鉾
は
13
年
ぶ
り
に
花
笠
が
付
い
た
姿
と
な
り
ま
し
た
。
中
近
笠
鉾
は
５
月
23
日
か
ら
収

蔵
庫
に
て
組
み
立
て
、
下
郷
笠
鉾
は
21
日
か
ら
秩
父
神
社
境
内
に
て
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

秩父祭・川瀬祭 笠鉾・屋台  特別公開秩父祭・川瀬祭 笠鉾・屋台  特別公開
　第75回全国植樹祭が秩父ミューズパークで開催されることを記念　第75回全国植樹祭が秩父ミューズパークで開催されることを記念
して、市街地で秩父祭と川瀬祭の笠鉾・屋台が特別公開されました。して、市街地で秩父祭と川瀬祭の笠鉾・屋台が特別公開されました。
秩父祭と川瀬祭それぞれで曳き廻される笠鉾・屋台がほぼそろった秩父祭と川瀬祭それぞれで曳き廻される笠鉾・屋台がほぼそろった
状態で同日公開されることは初めての取り組みです。また、 “中近状態で同日公開されることは初めての取り組みです。また、 “中近
笠鉾” と “下郷笠鉾” は３層の笠を付けた姿で公開されました。笠鉾” と “下郷笠鉾” は３層の笠を付けた姿で公開されました。

①①

②②

③③

④④
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秩
父
に
新
風
。

秩
父
に
新
風
。

全
国
植
樹
祭
開
催
！

秩
父
市
長
　
清
野
　
和
彦

市民の皆さんと意見交換を行う「市長タウンミーティング」を開催中。詳しくはこちら→

　
５
月
25
日
、
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

を
主
会
場
と
し
て
「
第
75
回
全
国
植
樹

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
人
・
森
・
川 

つ
な
げ
未
来
へ 

彩

の
国
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
今
大

会
に
は
、
天
皇
陛
下
の
御
臨
席
を
仰

ぎ
、
県
内
外
か
ら
関
係
者
を
含
め
、
約

４
，
６
０
０
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
私
は
、
開
催
地
の
市
長
と
し
て
、
ま

た
、
荒
川
最
上
流
の
自
治
体
の
首
長
と

し
て
、「『
活
樹
』
の
意
識
を
持
っ
て
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き
た

美
し
い
森
林
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。」
と
、
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
天
皇
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
・
お
手

播
き
を
は
じ
め
と
す
る
式
典
の
中
で
は
、

緑
の
少
年
団
や
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を

見
て
い
る
と
、
埼
玉
県
の
多
様
な
森
林

を
次
世
代
へ
と
つ
な
げ
、
輝
く
未
来
を

実
現
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
植
樹
祭
の
開
催
を
記
念
し
て
、

秩
父
祭
と
川
瀬
祭
の
笠
鉾
・
屋
台
の
特

別
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
中
近
笠
鉾
と

下
郷
笠
鉾
に
つ
い
て
は
、
３
層
の
笠
を

付
け
た
状
態
で
飾
り
置
き
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
秩
父
祭
と
川
瀬
祭
の
笠
鉾
・
屋
台
が

ほ
ぼ
そ
ろ
っ
た
状
態
で
同
日
に
飾
り
置

き
を
し
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
本
町
・
中
町
通
り
付
近
で
は
、
出

店
エ
リ
ア
や
植
樹
祭
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場
が
設
け
ら
れ
、
多

く
の
方
に
秩
父
グ
ル
メ
を
ご
堪
能
い
た

だ
き
な
が
ら
、
植
樹
祭
の
様
子
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
な
ら
び
に
市
記
念
事
業
の
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
会
開
催
、
そ

し
て
笠
鉾
・
屋
台
の
特
別
公
開
に
対
し

ま
し
て
、

多
大
な
る

ご
尽
力
を

賜
り
ま
し

た
こ
と
を
、

心
よ
り
感

謝
申
し
上

げ
ま
す
。

秩父祭について御聴取される天皇陛下 パブリックビューイング会場

第75回全国植樹祭 秩父市記念事業第75回全国植樹祭 秩父市記念事業

秩父祭・川瀬祭 笠鉾・屋台  特別公開秩父祭・川瀬祭 笠鉾・屋台  特別公開
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